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難懸　

　
三
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
会
期
四
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
新
年
度
予
算
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
特
別
会
計
を
含
む
総
額
は
1
0

億
円
を
こ
え
る
も
の
で
、
経
済
の
伸
長

と
事
業
量
の
増
大
と
相
侯
っ
て
町
は
じ

ま
っ
て
以
来
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

昭
和
50
年
度
完
成
を
め
ど
に
建
設
事
業

費
の
継
続
費
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
歳
出
面
に
見
る
主
な
も
の
に
つ

い
て
登
載
し
ま
し
た
。

　
ロ
般
会
計
　
表
－
参
照

◎
総
務
費

L
　
克
雪
セ
ソ
タ
ー
建
設
、
二
四
、
八

　
四
一
千
円
。
国
県
補
助
一
、
五
〇
〇

　
万
円
起
債
七
〇
〇
万
円
を
受
け
て
室

　
野
部
落
に
建
設
し
、
住
民
の
福
祉
・

　
文
化
の
向
上
に
応
ず
る
も
の
。

◎
民
生
費

L
　
保
育
所
の
整
備
、
二
三
、
三
五
〇

　
冊
　
汗
　
戦
　
（

昭和48年度松代町の予算

会計　名 本年度予算 前年度予算 比　較 比　率

一般会計 770，000 620，000 150，000 24．2％

国保事業
特別会計

200，165 174，698 25，467 14．5

直診事業
特別会計

21，780 19，864 1，916 9．6

簡易水道事業

特別会計
61，229 4，027 57，202 1，420．4

農業共済事業

特別会計
27，428 21，163 6，265 29．6

合　　　計 1，080，602 839，752 240，850 28．6

一般会計歳入歳出予算事項別明細書（．．，．．）表（1）

款 本年度予算前年度予算 比　較 予算総比率

1．市　　町　　村　　税 49，753 41，385 8，368 6．46％

2．地　方　譲　与　税 4，200 4，800 △　　600 0．54
歳 3・自　動　車　取　得　税 6，000 6，000 0 0．78
4．地　方　交　付　税 378，250 310，000 68，250 49．12

5・交通安全対策特別交付金 50 50 0 0．01

6．分担金及び負担金 11，662 9，299 2，263 1．51

7．使用料及び手数料 1，593 2，529 △　　936 0．21
8。国　庫　支　出　金 47，088 29，253 17，835 6．12
9．県　　支　　出　　金 72，384 62，388 9，996 9．40
10・財　　産　　収　　入 8，172 11，665 △　3，493 1．06
11・寄　　　　附　　　　金 4，464 2，380 2，084 0．58
入 12．繰　　　　入　　　　金 70，723 55，000 15，723 9．19
13．繰　　　　越　　　　金 6，427 10，000 △　3，573 0．83
14．諸　　　　収　　　　入 3，134 3，351 △　　217 0．41
15．町　　　　　　　　　債 106，100 71，900 34，200 13．78

歳　入　合　計 770，000 620，000 150，000 100．0

款 本年度予算 前年度予算 比　較　予算構成比

1．議　　　　会　　　　費 12，832 11，245 1，587 1．67％

2・総　　　　務　　　　費 102，582 83，491 19，091 13．32

歳 3・民　　　　生　　　　費 72，153 65，159 6，994 9．37
4．衛　　　生　　　費 22，228 14，827 7，401 2．89
5・労　　　　働　　　　費 4，367 3，369 998 0．57
6．農　　林　　業　　費 146，971 110，973 35，998 19．09

7．商　　　　工　　　　費 1，158 1，010 148 0．15
8．土　　　　木　　　　費 163，276 142，119 21，157 21．20

9．消　　　　防　　　　費 39，898 26，557 13，341 5．18

出
10・教　　　　育　　　費
11・災　害　復　旧　費

142，615
8，348

110，327
4，925

32，288

3，423
18．52

1．08
12・公　　　　債　　　　費 38，240 37，927 313 4．97
13．予　　　　備　　　　費 15，332 8，071 7，261 1．99
歳　出　合　計 770，000 620，000 150，000　1　100．00

千
円
。
室
野
へ
き
地
保
育
所
を
常
設

保
育
所
に
昇
格
し
、
次
の
定
数
を
収

容
し
得
る
整
備
費
。

松
代
保
育
所

蒲
生
　
〃

室
野
　
〃

　
　
計

　
二
、
二
四
二
千
円
・
町
単
独
事
業
分
二

　
一
八
千
円
・
計
一
二
、
四
六
〇
千
円

　
国
の
施
策
に
よ
る
老
人
医
療
の
無
料

　
化
の
推
進
と
、
所
得
制
限
等
で
国
の

　
制
度
に
該
当
し
な
い
老
人
に
つ
い
て

　
町
が
無
料
化
を
は
か
る
こ
と
に
し
て

乞
　
老
人
医
療
扶
助
、

一
二
〇
名

　
四
〇
名

　
六
〇
名

二
二
〇
名

　
国
の
制
度
分
一

　
老
人
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
も
の
。

◎
農
林
業
費

L
　
町
単
農
道
開
設
補
助
、
二
、
四

　
〇
〇
千
円
。
農
道
開
設
助
成
を
前
年

　
度
に
準
じ
て
行
な
う
も
の
。

名
　
農
免
道
路
工
事
費
負
担
、
五
、
○

　
○
○
千
円
。
池
之
畑
・
下
山
地
区
に

　
道
路
開
設
を
四
ケ
年
計
画
で
実
施
し

　
松
代
ー
松
之
山
線
・
海
老
ー
下
山
林

　
道
に
接
続
し
地
域
開
発
を
は
か
る
も

　
の
。
初
年
度
工
事
費
二
五
、
○
○
○

　
千
円
に
対
す
る
負
担
金
で
あ
る
。

＄
　
農
道
整
備
事
業
費
、
三
八
、
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（1）



（2）

　
○
千
円
。
昭
和
菊
年
度
に
着
工
し
た

　
萱
場
線
舗
装
工
事
で
、
本
年
度
を
も

　
っ
て
完
了
す
る
も
の
。

4
　
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
。

　
三
六
、
一
〇
〇
千
円
。
県
単
農
道
開

　
設
事
業
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
工
事

　
で
桐
谷
線
、
新
規
工
事
で
松
代
・
千

　
年
部
落
に
計
画
し
受
益
者
の
要
請
に

　
応
ず
る
も
の
。

臥
　
集
落
開
発
セ
ン
タ
：
建
設
、
五
、

　
〇
五
〇
千
円
。
県
の
助
成
金
50
％
を

　
受
け
て
下
山
部
落
に
建
設
し
地
域
の

　
振
興
、
福
祉
・
文
化
の
向
上
を
は
か

　
る
も
の
。

a
　
林
道
開
設
、
三
一
、
〇
二
三
千
円

　
前
年
度
に
継
続
し
て
海
老
i
下
山
林

　
道
を
開
設
す
る
も
の
。

◎
土
木
費

L
　
道
路
新
設
改
良
、
八
九
、
六
五
〇

　
千
円
。
過
疎
対
策
事
業
と
し
て
県
が

　
代
行
す
る
源
太
橋
架
替
工
事
に
併
行

　
し
て
、
松
代
i
松
之
山
線
の
改
良
を

　
三
一
、
○
○
○
千
円
で
継
続
実
施
す

　
る
ほ
か
、
松
代
－
大
島
線
等
16
ケ
所

　
の
改
修
を
行
な
い
鉄
道
建
設
・
国
道

　
改
修
の
実
施
に
対
処
す
る
も
の
。

乞
　
橋
梁
新
設
改
良
、
一
一
、
五
五
〇

　
千
円
。
前
年
度
着
工
し
た
竹
所
橋
の

　
上
部
工
事
の
継
統
並
び
に
石
畑
橋
架

　
替
工
事
を
計
画
し
行
な
う
も
の
。

よ
　
建
設
機
械
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
）
購
入

　
四
、
八
一
〇
千
円
。
県
の
補
助
一
、
五

　
〇
〇
千
円
を
受
け
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
i

奴奈川中学校再建配置図

敢

・
ゴ

室敢

．
載
萩
室

隔2量
便所

調囲敢室

；
寺
実
　 被服放室
ド
ア

校長室

鞍員室

保
齪
室
給食室

給食
婦望

多
ク
裏

物

倉
庫

口必

鰻
物
置

穫ローカ
．ヒル

玄囲 1　　賭

　
一
台
を
更
新
し
、
建
設
工
事
・
除
雪

　
対
策
の
推
進
を
は
か
る
も
の
。

◎
消
防
費

L
　
消
防
施
設
の
充
実
強
化
、
九
、
〇

　
二
四
千
円
。
防
火
水
槽
四
ケ
所
、
小

　
型
動
力
ポ
ン
プ
一
台
、
消
防
水
路
六

　
ケ
所
、
消
防
器
具
置
場
ニ
ケ
所
を
計

　
画
、
消
防
施
設
の
整
備
を
は
か
る
も

　
の
。

◎
教
育
費

L
　
奴
奈
川
中
学
校
の
再
建
、
四
〇
、

　
七
一
四
千
円
。
前
年
度
焼
失
し
た
学

　
校
を
再
建
す
る
も
の
。
建
築
面
積
は

　
次
の
通
り
。
校
舎
の
配
置
は
図
参
照

　
　
木
造
二
階
建
計
七
＝
二
艀

一
　
階

二
　
階

渡
ロ
ー
カ

タ
ン
ク
室

勿
　
教
員
住
宅
の
建
設
、
　
　
一
一
六

　
千
円
。
教
職
員
の
受
入
れ
を
充
実
さ

　
せ
る
た
め
に
孟
地
中
小
学
校
に
教
員

　
住
宅
を
新
設
す
る
も
の
。

よ
　
石
油
タ
ン
ク
設
置
、
三
、
○
O
O

　
千
円
。
火
災
等
危
険
防
止
対
策
と
し

　
て
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
を
、
松
代
・
山

　
平
・
清
水
の
三
中
学
校
に
計
画
し
実

　
施
す
る
も
の
。

　
国
保
事
業
特
別
会
計

　
予
算
総
額
は
二
〇
〇
、
一
六
五
千
円

で
前
年
度
に
比
し
て
二
五
、
四
六
七
千

円
の
増
で
あ
り
保
険
給
付
費
の
増
額
で

　
　
罠

設　　　三三
’　二五五
六五〇三三
’卿3仰吻2塑
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あ
る
。

　
直
診
事
業
特
別
会
計

（
省
略
）

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
簡
易
水
道
建
設
（
本
年
度
）
五
五
、
二

一
〇
千
円
。
水
道
施
設
を
三
ケ
年
計
画

で
新
設
拡
張
す
る
昭
和
弼
年
度
工
事
費

で
、
水
源
取
入
工
事
・
導
水
施
設
工
事

・
浄
水
施
設
工
事
の
一
部
を
計
画
し
施

工
す
る
も
の
。
な
お
、
継
続
費
の
総
額

及
び
年
別
額
は
次
の
と
お
り
。

総
額
　
　
三
九
五
、
五
〇
〇
千
円

年
別
　
48
年
度
　
　
五
五
、
二
一
〇
千
円

　
　
　
翻
年
度
一
四
六
、
三
七
〇
千
円

　
　
　
50
年
度
一
九
三
、
九
二
〇
千
円

　
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
総
額
二
七
、
四
二
八
千
円
で
前
年
度

に
比
し
て
六
、
二
六
五
千
円
の
増
で
あ

り
、
共
済
掛
金
の
一
部
引
上
に
よ
る
増

と
、
背
負
動
散
機
の
三
ケ
年
整
備
計
画

三
一
五
台
の
う
ち
、
一
〇
〇
台
分
の
購

入
費
の
％
補
助
一
、
六
〇
〇
千
円
を
計

上
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
な
お
、
こ
の
定
例
議
会
で
は
次
の
と

お
り
予
算
を
含
む
3
5
議
案
が
上
程
さ
れ

原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
1
号
　
昭
和
四
七
年
度
一
般
会
計

松
代
町
歳
入
歳
出
補
正
予
算
（
第
皿
号
）

議
第
2
号
　
昭
和
四
七
年
度
特
別
会
計

松
代
町
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
補
正

予
算
（
第
4
号
）

議
第
5
号
　
昭
和
四
七
年
度
特
別
会
計

農
業
共
済
事
業
補
正
予
算
（
第
3
号
）

議
第
4
号
　
海
老
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
策
定
に
つ
い
て

議
第
5
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
6
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
7
号
　
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩

給
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
第
8
号
　
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
9
号
　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
把
号
　
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組

合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
11
号
　
松
代
町
議
会
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
1
2
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
侶
号
　
証
人
等
の
実
費
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
1
4
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
1
5
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
1
6
号
　
松
代
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
第
1
7
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
第
1
8
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
第
1
9
号
　
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金

の
設
置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
議
第
2
0
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
m
号
　
松
代
町
妊
産
婦
及
び
乳
児

の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
第
2
2
号
　
松
代
町
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
器
号
　
松
代
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
2
4
号
　
松
代
町
農
業
共
済
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
第
2
5
号
　
松
代
町
干
害
応
急
対
策
用

施
設
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
等

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
2
6
号
　
松
代
町
特
別
会
計
農
業
共

済
事
業
、
賦
課
額
及
び
賦
価
単
価
の
決

定
に
つ
い
て

議
第
2
7
号
　
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

議
第
2
8
号
　
松
代
町
簡
易
水
道
拡
張
変

更
工
事
施
行
に
つ
い
て

議
第
2
9
号
　
昭
和
四
八
年
度
一
般
会
計

松
代
町
歳
入
歳
出
予
算

議
第
30
号
　
昭
和
四
八
年
度
特
別
会
計

松
代
町
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
予
算

議
第
引
号
　
昭
和
四
八
年
度
特
別
会
計

松
代
町
簡
易
水
道
事
業
歳
入
歳
出
予
算

議
第
記
号
　
昭
和
四
八
年
度
特
別
会
計

松
代
町
農
業
共
済
串
業
歳
入
歳
出
予
算

議
第
詔
号
　
松
代
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

議
第
甜
号
　
松
代
町
特
別
会
計
農
業
共

済
事
業
損
害
評
価
会
委
員
の
委
嘱
の
同

意
に
つ
い
て

議
第
関
号
　
消
防
委
員
選
出
に
つ
い
て

　
松
代
町
で
は
春
先
の
雪
消
え

が
遅
い
た
め
種
ま
き
時
期
や
田

植
時
期
が
遅
い
こ
と
、
水
の
確

保
に
苦
労
す
る
た
め
深
水
の
と

こ
ろ
へ
田
植
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
等
の
事
情
か
ら

苗
質
の
良
否
が
作
柄
を
大
き
く

左
右
す
る
。
貧
弱
な
徒
長
苗
を

植
え
る
と
分
け
つ
が
後
づ
れ
し

て
良
質
の
有
効
茎
の
確
保
が
お
く
れ
、

い
も
ち
病
が
多
発
し
た
り
穂
数
が
不
足

し
て
減
収
す
る
の
で
こ
の
地
帯
で
は
苗

質
を
向
上
す
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い

【
こ
ん
な
苗
に
育
τ
よ
う
】

【
健
苗
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
苗
代
日
数
を
充
分
と
る
こ
と
。

　
種
ま
き
し
て
か
ら
田
植
ま
で
の
期
間

が
短
か
い
と
分
け
つ
が
出
な
か
っ
た
り

出
て
も
小
さ
い
た
め
田
植
す
る
と
枯
れ

て
し
ま
う
か
ら
株
元
か
ら
出
る
分
け
つ

二
～
三
本
が
田
植
し
て
も
枯
れ
な
い
程

度
に
生
育
さ
せ
て
植
え
る
こ
と
が
肝
心

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
田
植
時
期
に

見
合
う
苗
代
日
数
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
五
月
二
十
五
日
前
後
に
田
植
え

を
予
定
す
る
場
合
は
三
十
五
H
間
、
五

月
末
か
ら
六
月
始
め
頃
田
植
を
予
定
す

る
場
合
は
四
十
日
間
を
基
準
に
種
ま
き

時
期
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
苗
代
面
積
を
増
し
て
「
う
す
ま
き
」

　
す
る
こ
と
。

　
松
代
の
苗
質
を
悪
く
し
て
い
る
最
大

の
原
因
は
厚
ま
き
か
ら
き
て
い
る
。

今
迄
よ
り
う
す
ま
き
し
よ
う
と
す
れ
ば

そ
の
分
だ
け
苗
代
面
積
を
拡
げ
な
い
と

苗
が
不
足
す
る
の
で
、
苗
代
面
積
を
拡

げ
た
う
え
で
う
す
ま
き
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
苗
代
面
積
や
播
種
量
の
標

準
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
反
当
り
必
要
苗
代
面
積

　
　
十
五
坪
（
播
床
で
十
二
坪
程
度
）

丈
夫
な
苗
を
作
る
た
め
の
留
意
点

　
床
面
一
坪
当
り
播
種
量

　
　
乾
燥
籾
で
一
合
五
勺
以
内

　
（
浸
種
催
芽
籾
で
一
合
八
勺
以
内
）

③
除
紙
後
浅
水
管
理
で
徒
長
を
防
ぐ
。

　
折
か
く
被
覆
し
た
保
温
紙
も
除
紙
が

お
く
れ
る
と
徒
長
し
た
り
苗
ヤ
ケ
の
危

険
性
が
起
る
の
で
苗
の
葉
数
が
二
枚
半

程
度
に
達
し
た
ら
早
め
に
除
紙
す
る
。

除
紙
後
二
～
三
日
は
苗
の
保
護
の
た
め

や
N
深
水
に
管
理
す
る
が
、
そ
の
後
は

常
に
浅
水
を
保
ち
、
徒
長
を
防
ぐ
と
と

も
に
苗
代
分
け
つ
の
発
育
を
促
進
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
除
紙
後
し
ば
ら
く
の
間
ス
ズ
メ
等

の
害
を
受
け
や
す
い
の
で
、
被
害
を
受

け
る
地
帯
で
は
防
鳥
網
を
張
る
な
ど
し

て
防
鳥
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

④
田
植
期
間
が
長
く
な
る
場
合
は
種
ま

　
き
を
二
回
に
分
け
る
こ
と
。

　
田
植
の
期
間
が
五
日
以
上
に
及
ぶ
場

合
は
種
ま
き
を
二
回
に
し
な
い
と
苗
が

老
化
し
て
い
も
ち
病
の
発
生
原
因
に
も

な
る
の
で
充
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
苗
の
丈
が
一
尺
以
上
に
も
達
し

た
も
の
N
葉
先
を
切
捨
て
N
植
え
て
い

る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
、
こ
れ

ら
は
極
め
て
危
険
な
や
り
方
で
あ
る
。

　
以
上
の
四
点
は
ご
く
重
要
な
点
で
あ

り
、
ど
の
一
ツ
が
欠
け
て
も
丈
夫
な
苗

　
　
　
　
を
育
て
る
こ
と
鳳
出
来
な
い

　
　
　
　
　
例
え
ば
、
苗
代
面
積
を
ひ

　
　
　
　
ろ
げ
て
う
す
ま
き
し
た
人
が

除
紙
後
深
水
に
管
理
し
て
ヒ
ヨ
ロ
ヒ
ヨ

ロ
と
し
た
徒
長
苗
に
育
て
N
し
ま
え
ば

折
角
の
う
す
ま
き
も
意
義
が
蹴
く
な
る

し
、
お
そ
く
な
っ
て
種
ま
き
し
た
人
が

苗
不
足
を
心
配
し
て
厚
ま
き
し
深
水
管

理
で
も
す
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
、
ど
の
項
目
も
重
要
な
事
で
あ

り
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今

年
こ
そ
増
収
に
直
結
す
る
「
丈
夫
な
苗

作
り
」
に
努
力
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
尚
以
上
述
べ
た
以
外
の
点
で
不
明
な

点
は
い
つ
で
も
気
が
る
に
御
相
談
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
松
代
農
業
改
良
普
及
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
五
三
番
）

　O
J

（



「
松
代
町
推
奨
の
木
」

　
　
　
　
　
選
定
募
集
に
つ
い
て

　
驚
異
的
な
経
済
伸
張
を
示
し
て
い
る

我
国
は
そ
の
反
面
諸
公
害
が
も
た
ら
す

生
活
環
境
の
悪
化
が
次
第
に
拡
が
り
そ

の
対
策
が
社
会
的
な
間
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
既
に
都
市
及
び
そ
の
近
郊
で
は

人
間
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
「
緑
」

が
年
々
失
わ
れ
豊
か
な
自
然
環
境
を
と

り
戻
そ
う
と
す
る
運
動
が
社
会
の
共
感

を
得
て
高
ま
り
つ
』
あ
り
ま
す
。
松
代

町
に
お
い
て
は
ま
だ
多
く
自
然
と
緑
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
人
為
的
な
破
壊
か

ら
こ
れ
を
守
り
大
切
に
保
護
す
る
こ
と

が
私
達
世
代
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
も

あ
り
ま
し
よ
う
。
住
み
よ
い
郷
土
、
静

か
な
生
活
環
境
に
は
「
緑
」
の
存
在
は
不

可
欠
で
あ
り
緑
を
ふ
や
す
運
動
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
県
の
木
」
指
定
運

動
の
全
国
的
な
高
ま
り
の
意
味
も
こ
N

に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
昭
和
皿
年
6
月

新
潟
県
の
木
と
し
て
ユ
キ
ツ
バ
キ
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
が
こ
の
運
動
を
拡
大
し

し
か
も
地
域
性
あ
る
樹
木
を
集
中
的
に

ふ
や
す
為
こ
x
に
新
し
く
「
市
町
村
推

奨
の
木
」
選
定
連
動
が
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に
基
き
「
松
代
町

推
奨
の
木
」
を
募
集
致
し
ま
す
の
で
選

定
基
準
に
よ
り
樹
木
名
・
簡
単
な
選
定

理
由
・
住
所
氏
名
を
記
入
し
4
月
％
日

ま
で
に
松
代
町
役
場
産
業
課
へ
多
数
応

募
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

く続少
拾

児童・生徒の減

　
　
　
町
立
学
校
の
卒
業
式
は
3

＝
月
1
5
日
に
中
学
校
（
併
設
の

う
小
学
校
も
15
日
）
2
3
日
に
峠

ら
小
学
校
そ
の
ほ
か
の
小
学
校

、
　
は
聡
日
に
実
施
さ
れ
、
ま
た

力
入
学
式
は
4
月
4
日
全
校
に

学　
　
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

入
●
　
今
年
の
卒
業
者
数
と
入
学

業
者
数
は
表
ω
の
と
お
り
で
、

卒
小
学
校
で
は
卒
業
者
一
六
三

＝
名
に
対
し
入
学
者
は
二
八

　
名
で
四
五
名
の
減
少
で
す
。

入
学
者
の
な
い
学
校
も
小
屋
丸
分
校
・

海
老
分
校
・
滝
沢
分
校
・
桐
山
小
学
校

の
四
校
も
あ
り
、
今
後
の
学
校
運
営
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
中
学
校
に
お
い
て
も

卒
業
者
一
九
一
名
に
対
し
て
入
学
者
は

一
六
〇
名
で
三
一
名
の
減
少
で
す
。

な
お
参
考
資
料
に
児
童
生
徒
数
等
の
推

移
に
つ
い
て
町
教
育
委
員
会
発
行
の
教

育
資
料
の
中
か
ら
数
字
を
引
出
し
表
②

表
⑥
の
と
お
り
登
載
し
て
み
ま
し
た
。

一校

i学級1教員

隊徴

児童・生徒数等の推移

小学校　1
表（2）
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45・5・1

46・5・1

47・5・1

（新設）の数

桐山分校廃1ヒによるもの
池尻分校廃止によるもの

雛iド編魏悪塗i瀦lr
備考　47．5．r…下の数は桐山中小学校
　　　48．4．1の数は桐山中小学校を含む
　　　34．5・1－40。5・1の小学校数の減は
　　　45。5。1～46．5．1の　　　〃

表（1）今年の入学と卒業

入 学 卒　業 増 減 松代高校

学校名
者 数 者　数 （△減） 進学者
　i

男1女　1
　1

男i女 捌女
　』 一一

　1

男i女
松代小 261 1　 15

レ

　i

21119
ぽ
5
△ 4
　　～

　　4
菅刈分 3 2 6i　3△3△1

i！

へ
蓬平分
小屋丸分
下山分

5
一
一

1
－
2

3「　5

1　2…
2
i
　
2 △21

　2・△4
△11△21

1　　目

　ハ
　い

清水小
孟地小
海老分
滝沢分
北山小

1
3
一
一
2

3
5
一
一
2

訓　　6
　1

1ほ
痢　　1
　』

51　5

　1
△5
△2

△3

△3
　2

△
△1
△ 3

　t　い
　1　目

　1、1
1口／
　1日　！
　　1莇平分 2 2 3　3 △1 △1 冒

田代分
蒲生小
寺田分
儀明分

一
4
｝
6

1
3
3
1

1　1
5…　2
i4　　2

1　4

△1
△1
△4
　5

　1
　1
△3

も
u
i
　 　l
　　～
　　～

室野小 10 8 11 13 △1 △5
～
t

峠　小 5 3 91　6△4 △3 ～

桐山小

小計

＿I

　l
　「
67…

一
5
1

r　2
　卜

83i80

△1

△16

△2

△29

　　～
　　、
　　～
　　～
ll

E
松代中 33 31 36　46 △3 △15 29 30
清水中 ＿＿1 6 4　　3 △4 3 41　1
孟地中 19 5 8 14 2△9 3　　3
山平中 181 16 1gi16 △1 14113
奴奈川中 20 19 2！119　1

△1 18；13
桐山中 一 2 21　3

1
△2 △1 1

小計 81i
　∫
79 901101

　1
△9 △22 68 61

（社会的増減は考慮してない）

年 49　　1　50　　・　51　　1　52
　　　　　1

53

入学数（4月入学）④
卒業数（3月卒業）⑨
児童の増減④一⑭△減
予定　児　童数

　　　l　　　　　　l
　152i10711251107
　1561144目321132
△41△37i△7△25
7871750i7431718

　93
　119
△26
　692

（4）

表（3）　今年の入学・卒業予定数等

◎小学校

◎中学校
年 49150 51臣2i53 54 55156 57　58 59

入学数（4月入学）④
卒業数（3月卒業）⑭
生徒の増減④一⑰△減

予定生徒数

　　1
156144
1761205
△201△61
515！454
　　1

13211321119
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4264021377
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運
転
免
許
証
更
新
時

　
　
　
　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
三
年
に
一
回
の
免
許
更
新
時
講
習
会

を
来
る
五
月
か
ら
松
代
町
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
日
時
及
び
該

当
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
講
習
日
時
・
場
所

　
毎
月
第
三
月
曜
日
午
後
一
時
か
ら

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
三
階
大
ホ
ー
ル

◎
該
当
者
と
受
講
日

　
有
効
期
限
が
五
月
三
十
一
日
迄
の
者

　
　
五
月
二
十
一
日
（
第
三
月
曜
日
）

　
有
効
期
限
が
六
月
三
十
日
迄
の
者

　
　
六
月
十
八
日
（
第
三
月
曜
日
）

　
有
効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
迄
の
者

　
　
七
月
十
六
日
（
第
三
月
曜
日
）

　
有
効
期
限
が
八
月
三
十
一
臼
迄
の
者

　
　
八
月
二
十
日
（
第
三
月
曜
日
）

　
有
効
期
限
が
九
月
三
十
日
迄
の
者

　
　
九
月
十
七
日
（
第
三
月
曜
u
）

　
有
効
期
限
が
十
月
三
十
一
日
迄
の
者

　
　
十
月
十
五
日
（
第
三
月
曜
日
）

　
有
効
期
限
が
十
一
月
三
十
日
迄
の
者

　
　
十
一
月
十
九
日
（
第
三
月
曜
日
）

◎
当
日
持
っ
て
く
る
も
の

　
運
転
免
許
証
・
筆
記
用
具

◎
更
新
手
続
き
は
安
塚
警
察
署
で
す
。

な
お
講
師
は
県
の
講
習
係
官
が
出
張
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
交
通
安
全
協
会
松
代
支
部
）



「
藏
腸
賄
識
樋
謹

紳黙鰯頭蕉
、

に
伴
な
い
す
べ
て
の
自
動
車
（

二
輪
車
及
び
ジ
ー
ゼ
ル
自
動
車

を
除
く
）
は
、
昭
和
弼
年
4
月

30

日
ま
で
に
点
火
時
期
遅
角
調

整
を
終
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　
調
整
を
し
な
い
車
は
5
月
－

日
か
ら
運
行
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
を
。

く
わ
し
く
は
自
動
車
取
扱
い
の

事
業
所
ま
た
は
町
役
場
内
総
務
課
係
へ

照
会
し
て
下
さ
い
。

ー
成
人
式
“

　
　
　
　
も
れ
お
ち
の
方
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
町
の
成
人
式
は
毎
年
七
月
の
上
旬
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

出
稼
の
皆
さ
ん
が
お
帰
り
に
な
っ
た
気

候
の
よ
い
五
月
上
旬
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
町
で
は
成
人
者
の
希
望
で
数
年
前
か

ら
卒
業
同
期
を
区
分
に
該
当
者
を
決
め

て
い
ま
す
。
今
年
の
成
人
該
当
者
は
次

の
方
々
で
す
。
な
お
、
こ
れ
は
公
民
館

で
住
民
票
か
ら
拾
い
出
し
た
も
の
で
も

れ
落
ち
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
部
落
の

方
、
知
人
に
調
査
も
れ
の
人
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
手
数
な
が
ら
町
公
民
館
（
電

話
三
〇
一
番
）
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

各
人
へ
の
挙
式
通
知
は
お
っ
て
発
送
い

た
し
ま
す
。

　
　
成
人
該
当
者

　
　
（
27
・
4
・
2
～
2
8
・
4
・
1
出
生
の
人
）

松
代
…
石
口
保
・
相
沢
一
男
・
室
岡
裕

　
　
之
．
鈴
木
和
美
・
鈴
木
清
彦
・
岡

　
　
四
三
子
・
関
谷
秀
佐
子
・
植
木
京

　
　
子
・
鈴
木
明
美
・
本
山
了
子

小
荒
戸
…
山
賀
栄
一

太
平
…
柳
文
子

菅
刈
…
関
谷
守
・
柳
玲
子

田
沢
…
市
川
俊
子

下
山
…
宮
沢
正
一

千
年
…
柳
み
ち
よ
・
若
月
道
秀
・
佐
藤

　
　
徹
夫
・
高
橋
利
夫

池
尻
…
若
井
恵
子
・
関
谷
美
江
子

会
沢
…
万
羽
不
二
夫
・
小
野
島
修
一

清
水
…
片
桐
一
豊

桐
山
…
川
崎
三
千
夫

蓬
平
…
若
井
江
美
子
・
若
井
寛
一
・
若

8
　
　
　
　
0
　
　
　
　
F
－
　
』
馨
　
　
　
　
1

　
　
井
京
子
・
小
堺
八
千
代
・
小
堺
清

　
　
子
・
小
堺
隆
幸
・
小
堺
い
よ
子
・

　
　
小
堺
恵
子

海
老
…
富
井
芳
子

犬
伏
．
．
・
柳
晴
夫
・
柳
る
み
子
・
柳
久
夫

　
　
柳
修
一
・
松
山
陽
子
・
山
本
厚
・

　
　
山
本
俊
子
・
小
島
正
隆

孟
地
…
柳
昇
・
若
月
せ
つ
子

片
桐
山
…
柳
邦
夫

苧
島
：
・
柳
み
え
子
・
柳
利
文

田
野
倉
…
斉
藤
一
良

仙
納
…
山
岸
よ
し
子

田
代
．
．
．
中
村
久
和
・
中
村
則
子
・
中
村

　
　
正
期

莇
平
…
高
橋
恵
美
子

寺
田
－
由
辺
敦
子
・
田
辺
和
子
・
井
上

　
　
淳
子
・
井
上
初
枝

名
平
…
菅
井
理
一

蒲
生
…
菅
井
か
つ
え

儀
明
・
－
小
堺
健
次
・
小
堺
正
好
・
小
堺

　
　
正
博

室
野
．
：
佐
藤
啓
二
・
関
谷
多
喜
子
・
米

　
　
持
敏
雄

峠
．
：
横
尾
和
義
・
牧
田
美
登
里
・
牧
田

　
　
光
子
・
牧
田
春
一

木
和
田
原
…
佐
藤
高
美

福
島
…
柳
幸
平

調理講習会計画表

薯
」
『
』
曜
』
～
1
』
～

　　　内　　　　　　　　　容

調理講習会の第一回目です。家族の団楽
や弁当にと最も親しまれている、おすし
とおにぎりの実習です。

夏バテの季節がも5すぐやってぎます。
家族の健康管理を考えたり、盛夏に相応
した料理の実習です。

日頃私達の食卓になじみの深い中国料理
を実習し、再度考えてみる機会にしまし
よう。

農繁期の食事にかける手間をはぶき、必
要な栄養を確保するために、冷凍食品や
加工品を使ったスピード料理の実習。

　実習日時・種目

5月22日（火）9。30～13．00

おすしとおにぎり

6月22日（金）9．30～13．00

夏のスタミナ料理と
冷たいお菓子とデザート

7月24日（火）9．30～13．00

簡単な中国料理

第
1
回

第
2
回

第
3
回

1　　一』－　一｝　r皿　臼　　　　　　　　’－
0　基礎的な西洋料理を実習すると共にテー

　ブルマナーについての話です。

0　お正月をひかえ、かわったおせち料理と
　・酒のさかな料理を実習します。

寒い日にはたつぶりの油や鍋料理で体の
中から温めましよう。

卒業、就職の季節です。お祝の会にむい
た、きのきいた料理を実習します。

8月24日（金）9．：30－13。00

農繁期のスピード料理

10月23日（火）9．30－13．0

簡単な西洋料理

12月18日（火）9．30～13．0

おせち料理と酒とさかな

1月28日（火）9．30一一13．00

冬のある日の献立

3月5日（火）9．30～13．00

お祝の会のスナック料理

第
4
回
・
第
5
回
、

第
6
図
第
7
回

第
8
回

調
理
講
習
会

　
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
5
月
2
2
日
に
第
一
回
、
以
降
計
画
表

の
と
お
り
調
理
講
習
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
受
講
希
望
者
は
早
く
お
申
込
み

下
さ
い
。

講会会

師
　
（
栄
養
士
）

五
十
嵐
順
子
殿

　
　
（
農
業
改
良
普
及
所
）

室
岡
　
優
子
殿

　
　
（
町
教
育
委
員
会
）

場町
総
合
セ
ン
タ
ー

費
一
回
に
つ
き
材
料
代
二
〇
〇
円
～

　
二
五
〇
円
程
度
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
方
法

　
　
ハ
ガ
キ
又
は
用
紙
に
、
部
落
・
氏

　
名
．
電
話
番
号
．
受
講
希
望
の
回
数

　
を
書
い
て
、
町
公
民
館
（
総
合
セ
ン

　
タ
i
内
）
へ
お
届
け
下
さ
い
。
定
員

　
は
先
着
順
鮒
名
で
締
切
ら
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

（5）



宝
ご
ぜ
～
レ
コ
ー
ド
・

1評
あ
な
た
の
レ
コ
ー
ド
を
ど
う
ぞ
ノ

φ一
演
奏
時
間
予
定

～〇一へ｛ブ’，〈漕u師、も㌔～”’ハ塾“）置～rl～嘔～（一凸’夕、“v％■

コ
ン
サ
ー
ト
3
～
≦
～
’
～
ζ
㌔
“

・
午
後
8
時
～
9
時
迄
　
公
民
館
で
選

　
定
し
た
レ
コ
：
ド
を
演
奏

・
午
後
9
時
～
10
時
迄
　
－
時
間
あ
な

　
た
の
お
持
ち
し
た
レ
コ
：
ド
を
演
奏

　
い
た
し
ま
す
。
申
込
は
当
日
の
午
後

　
5
時
ま
で
に
、
先
着
順
に
時
間
を
限

　
度
に
受
付
け
ま
す
。
部
落
・
氏
名
・

　
レ
コ
ー
ド
演
奏
に
要
す
る
時
間
を
公

　
民
館
へ
。
（
電
話
三
〇
一
番
）

ス
テ
レ
オ
は
4
チ
ヤ
ン
ネ
ル
で
す
。

（
C
D
1
4
方
式
）
2
チ
ヤ
ン
ネ
ル
レ

コ
ー
ド
は
模
疑
4
チ
ヤ
ン
ネ
ル
で
楽
し

め
ま
す
。

へ
5
月
の
日
程

）
◎
5
月
12
日
　
（
第
2
土
曜
日
）

｝
　
　
公
民
館
演
奏
予
定
レ
コ
ー
ド

1の
・
ビ
リ
：
・
ヴ
オ
ー
ン
．
ゴ
ー
ル
デ
ン

、響
二
ρ
．
・
《
．
3
●
ゆ
1
・
．
◎
3
》
も
＝
◎
、
3
も
．
．
、
。
＝
●
一
‘
ξ
3
ゆ
～
も
」
・
、
茎
ン
も
書
．
、
3
も
。
（
一
9
．
も
～
φ
葛
3
》
6
。
・
3
曳
。
3
も
♂
亀
．
盆
）
も
3
・
、
3
も
噂
《
鱒
・
＝
一
～
。
ξ
3
》
卍

　
ヒ
ツ
ト
（
ビ
リ
ー
・
ヴ
オ
ー
ン
楽
団
）
…

　
浪
路
は
る
か
に
／
夕
陽
に
赤
い
帆
／
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
峠
の
幌
馬
車
／
モ
ス
ク
ワ
の
夜
は
更
凸

　
け
て
／
真
珠
貝
の
唄
／
白
い
渚
の
ブ
（

　
ル
ー
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

・
カ
ル
メ
ン
組
曲
（
セ
ル
ジ
ユ
・
ボ
ド
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
指
揮
／
読
売
日
本
交
響
楽
団
・
C
D
濯

i
4
レ
コ
ー
ド
）
　
　
　
　
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

◎
5
月
2
6
日
　
（
第
4
土
曜
日
）
　
　
　
へ

　
　
公
民
館
演
奏
予
定
レ
コ
ー
ド
　
　
）

・
栄
光
の
パ
ツ
ト
・
ブ
ー
ン
（
バ
ツ
ト
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
・
ブ
！
ン
唄
㌧
砂
に
書
い
た
ラ
ブ
レ
一

　
レ
ー
／
ア
イ
ル
・
ビ
i
・
ホ
ー
ム
／
の

　
ダ
ニ
i
・
ボ
ー
イ
／
夕
陽
の
彼
方
に
蟹

　
／
ア
ニ
バ
：
サ
リ
：
・
ソ
ン
グ
／
想
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
い
出
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
　
　
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

・
ハ
チ
ヤ
ト
ウ
リ
ア
ン
／
ヴ
ア
イ
オ
リ
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ン
協
奏
曲
二
長
調
（
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
馳

　
・
徳
永
二
男
／
指
揮
・
秋
山
和
慶
／
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
東
京
交
響
楽
団
．
C
D
－
4
レ
コ
1
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
ド
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

教
職
員
人
事
異
動

囹
転
出
・
退
職

野
本
正
三
（
松
代
小
教
頭
）
妙
高
村
小
鹿

　
　
　
　
小
校
長

森
哲
夫
（
松
代
小
）
上
越
市
富
岡
小

宮
沢
光
子
（
　
〃
　
）
　
〃
　
高
志
小

小
林
　
哲
（
菅
刈
分
）
糸
魚
川
小

岩
崎
　
守
（
蓬
平
分
）
能
生
町
中
能
生
小

岡
田
芳
雄
（
清
水
小
教
頭
）
浦
川
原
村
月

　
　
　
　
影
小

鶴
巻
光
臣
（
清
水
小
）
大
和
町
藪
神
小

井
部
春
美
（
　
〃
　
）
糸
魚
川
大
和
川
小

五
十
嵐
ト
ヨ
子
（
孟
地
小
）
上
越
市
飯
小

北
ト
モ
子
（
　
〃
　
）
辞
職

仲
野
弥
生
（
　
〃
　
）
三
島
出
雲
崎
中

斉
木
ま
り
子
（
滝
沢
分
）
津
南
町
外
丸
小

沢
海
ト
ノ
（
北
山
小
）
浦
川
原
村
末
広
小

福
原
博
夫
（
莇
平
分
）
六
日
町
大
巻
小

笹
川
恵
美
子
（
蒲
生
小
）
上
越
市
大
町
小

瀬
田
マ
リ
子
（
儀
明
分
）
　
辞
職

高
橋
政
美
（
室
野
小
校
長
）
上
越
谷
浜
中

室
岡
雅
子
（
　
〃
　
）
　
辞
職

池
田
正
利
（
峠
小
教
頭
）
　
辞
職

神
崎
泰
夫
（
桐
山
小
）
柏
崎
市
日
吉
小

土
屋
千
恵
子
（
〃
　
）
　
辞
職

倉
部
洋
子
（
　
〃
　
）
　
〃

内
山
　
勇
（
松
代
中
）
浦
川
原
中

市
川
貫
一
（

古
沢
　
勝
（

高
沢
哲
治
（

黒
崎
清
与
（

横
川
公
麿
（

〃〃〃〃〃

）
奴
奈
川
中

）
菱
里
中
教
頭

）
大
島
中
教
頭

）
直
江
津
中

）
上
越
市
城
南
中

小
野
寺
邦
義
（
孟
地
中
）
宮
城
県

山
岸
　
元
（
　
〃
　
）
栃
尾
中

山
本
久
雄
（
　
〃
　
）
入
広
瀬
中

村
田
長
兵
衛
（
山
平
中
）
辞
職

片
桐
清
博
（
　
〃
　
）
能
生
町
南
中
教
頭

五
十
嵐
チ
ズ
子
（
〃
）
　
辞
職

平
田
節
雄
（
　
〃
　
）
　
〃

佐
藤
正
義
（
奴
奈
川
中
校
長
）
上
越
市
桑

　
　
　
　
取
中
校
長

小
川
　
卓
（
奴
奈
川
中
）
吉
川
町
吉
川
中

渡
部
美
婦
枝
（
　
〃
　
）
三
条
市
大
島
中

石
崎
睦
夫
（
桐
山
中
校
長
）
上
越
教
育
事

　
　
　
　
務
所
指
導
主
事

永
島
れ
い
子
（
桐
山
中
）
　
辞
職

風
間
恒
夫
（
菅
刈
分
）
　
　
〃

囹
転
入
・
配
置
替
・
新
採
用

楡
井
　
章
（
新
大
高
田
附
属
小
）
松
代
小

　
　
　
　
教
頭

早
津
一
郎
（
上
越
市
東
本
町
小
）
松
代
小

島
田
金
平
（
津
南
町
中
津
小
）
　
　
〃

　6（

園
芸
同
好
会

　
　
　
　
　
会
員
募
集
“
“

　
と
も
す
れ
ば
、
荒
み
が
ち
な
現
代
人

の
心
を
や
わ
ら
げ
、
私
た
ち
の
生
活
に

う
る
お
い
を
与
え
る
「
園
芸
．
花
キ
、

草
花
、
果
樹
、
盆
栽
」
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
し
、
最
近
は
特
に
盛

ん
の
よ
う
で
す
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
植

木
の
な
い
家
は
な
く
、
草
花
も
咲
い
て

い
ま
す
。

　
松
代
町
で
も
園
芸
愛
好
者
は
多
く
さ

ん
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
た
び

同
好
会
を
組
織
し
て
発
会
い
た
し
ま
し

た
。
　
事
業
と
し
て
は

　
一
、
定
期
的
（
月
二
回
程
度
）
に
会
合

　
　
を
行
う
。

　
二
、
講
演
会
や
実
技
指
導
な
ど
を
す

　
　
る
。

　
三
、
展
示
会
や
競
技
会
な
ど
を
開
催

　
　
す
る
。

　
四
、
種
や
苗
、
園
芸
用
品
な
ど
の
あ

　
　
っ
せ
ん
や
、
共
同
購
入
。

　
五
、
そ
の
他
相
互
の
親
睦
な
ど
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
年
五
〇
〇

円
程
度
で
す
。
ま
だ
入
会
で
き
ま
す
の

で
希
望
者
は
ベ
テ
ラ
ン
、
初
心
者
を
と

わ
ず
ど
し
ど
し
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
申
込
は
（
部
落
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
）

　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
三
〇
一
番
）

小
野
塚
修
一
（
継
続
採
用
）

岩
崎
幸
夫
（
直
江
津
小
）

三
沢
俊
明
（
安
田
町
大
和
小
）

小
林
清
子
（
新
採
用
）

岩
崎
　
雪
（
妙
高
中
）

江
口
哲
夫
（
長
岡
市
桂
小
）

宮
尾
幸
一
（
中
郷
村
片
貝
小
）

柳
　
文
子
（
新
採
用
）

麦
谷
誠
ズ
清
里
村
櫛
池
小
）

角
張
厚
子
（
継
続
採
用
）

進
藤
貞
一
（
峠
小
）

菅
刈
分

　
〃
清
水
小

　
〃

清
水
小
教
頭

孟
地
小

　
〃
　
〃
北
山
小

　
〃
莇
平
分

田
中
章
夫
（
新
潟
市
山
の
下
小
）
蒲
生
小

吉
原
定
雄
（
上
越
市
東
本
町
小
）
室
野
小

　
　
　
　
校
長

金
子
直
道
（
上
越
市
稲
田
小
）
　
　
〃

石
田
　
進
（
塩
沢
小
）
　
　
　
峠
小
教
頭

田
木
宏
（
継
続
採
用
）
　
峠
小

石
塚
治
行
（
柏
崎
市
荒
浜
小
）
　
桐
山
小

吉
田
幸
子
（
新
採
用
）
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



小
林
久
美
子
（
〃
　
）
　
　
　
　
　
〃

太
田
　
明
（
六
日
町
五
十
沢
中
）
松
代
中

小
野
塚
直
栄
（
奴
奈
川
中
）

楠
木
知
宏
（
能
生
町
南
能
生
中
）

松
沢
秀
介
（
青
海
町
青
海
中
）

竹
内
明
恒
（
長
岡
市
東
北
中
）

加
藤
忠
義
（
小
千
谷
市
東
山
中
）

菅
山
正
貞
（
上
越
市
津
有
中
）

菅
原
邦
宏
（
能
生
町
磯
部
中
）

和
田
ト
ヨ
子
（
新
採
用
）

上
原
慎
吾
（
頸
城
村
大
溢
中
）

冨
坂
一
長
（
清
水
中
）

片
桐
恵
子
（
小
出
町
小
出
中
）

山
岸
　
宏
（
松
里
小
）

市
川
貫
ズ
松
代
中
）

塚
田
末
男
（
能
生
中
）

佐
藤
明
徳
（
上
越
市
新
道
中
）

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
孟
地
中

　
〃
　
〃
山
平
中

　
〃
　
〃

　奴
　奈
奴川
〃奈中
　川校
　中長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
山
中
校
長

西
沢
裕
明
（
柏
崎
市
北
鯖
石
中
）
桐
山
中

町
職
員
の
異
動

　
四
月
一
日
付
で
町
職
員
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
の
上
で
皆
さ
ん

に
い
ろ
く
と
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

動異の員

旧　職ぐ係』1名

ミ課　国民健康保険係
国
会
自
農
電
所
所
民
所
所

　
員
㎜
課
委
課
課
課
保
保
課
保
保

㎜
会
育
務
業
務
代
代
会
代
生

『
社
教
総
産
総
松
松
社
松
蒲

　自動車運転手

　農業委員会

　電話交換手

育所保母
育所給食嬬
国民年金・社会福祉係

育所保母
育所保母

　
㎜
郎
一
勝
雄
江
江
子
一
子
子

㎜
焉
善
馨
好
信
轟

π
橋
橋
月
山
藤
藤
谷
非

　

堀
高
高
柳
若
本
佐
佐
関
菅

名氏

■

　出身部落
松代町大字苧島

　〃　　仙納
　〃　　松代
　〃　　会沢
　〃　　　手住

　　　　　　　　　　町　職

。所属替えのもの

　　新　　職　（係）名

社会課国民年金・社会福祉係

社会課　水道係

産業課　農業共済係

教育委員会

松代保育所　給食婦

室野保育所　主任保母

室野保育所　給食婦

国民健康保険室野診療所

蒲生保育所　主任保母

松代保育所　保母

・新規採用

　　　所　属　係　名　　　1

島
納
代
沢
年
野
田

㎜
苧
仙
松
会
千
室
寺
　
　
市

　
　
谷

〃
〃
千

　
　
小

名
…
彦
俊
夫
子
子
子
子
子

…
利
秀
畜
保
穂
涼
弓

　
　
　
i
；
嵐

　
　
　
匿
「
▲
　
藤
岸
辺

氏

柳
室
石
五
柳
佐
山
川

社会課　國民健康保険係

産業課　農業委員会

総務課　自動車運転手

社会課　国民健康保険係

総務課　電話交換手

室野保育所　保母

松代保育所　保母

社会課　保健婦

◇
馳
般
向
　
　
　
　
（
）
内
は
著
者

　
人
喰
鉄
道
（
戸
川
幸
夫
）
度
胸
時
代

（
柴
田
練
三
郎
、
戦
国
幻
想
曲
（
池
波

．
正
太
郎
）
風
塵
（
早
乙
女
貢
）
佐
賀
潜

捕
物
帖
②
全
ω
（
佐
賀
潜
）
湖
笛
（
水

上
勉
ン
流
れ
の
さ
な
か
で
（
立
原
正
秋

）
密
猟
者
万
次
郎
へ
戸
川
幸
夫
）
黒
ん

坊
（
遠
藤
周
作
）
恋
川
（
瀬
戸
内
晴
美

）
汚
染
海
域
（
西
村
京
太
郎
）
騎
馬
奉

行
罷
り
通
る
（
陣
出
達
朗
）
一
匹
の
小

さ
な
虫
（
西
東
登
）
虚
妄
の
残
影
　
大

谷
羊
太
郎
）
日
曜
日
に
朝
は
な
い
、
四

十
八
時
間
の
告
発
（
笹
沢
左
保
）
偽
り

の
墳
墓
（
鮎
川
哲
也
）
白
き
手
の
報
復

（
渡
辺
淳
一
）
黒
水
晶
物
語
（
斉
藤
栄
）

狐
に
つ
ま
ま
れ
た
男
（
上
川
宗
薫
）
無

影
燈
（
渡
辺
淳
一
）
月
光
と
海
賊
（
宇

能
鴻
一
郎
）
女
の
動
物
園
（
吉
行
淳
之

介
）
プ
レ
イ
ガ
ー
ル
（
石
川
利
光
）
ゆ

ら
め
き
（
大
田
経
子
）
転
落
の
裸
形
（

夏
堀
正
元
）
ブ
ル
：
の
大
統
領
（
泉
大

八
）
競
艇
選
手
（
山
田
克
郎
）
ハ
ン
ザ

キ
大
明
神
（
棟
田
博
）
長
た
る
心
か
関

牧
翁
）
芸
の
心
（
吉
住
慈
恭
4
法
の
心

（
横
田
正
俊
、
踊
の
心
（
尾
上
松
緑
）

茶
の
心
へ
千
宗
室
）
医
の
心
へ
榊
原
任

）
戦
後
教
育
の
森
へ
の
証
言
（
教
育
科

学
研
究
会
｝
教
育
の
森
そ
の
後
（
村
松

喬
）
思
春
期
と
の
対
話
（
平
井
信
義
）

少
年
期
と
の
対
話
（
首
瀬
三
郎
）
新
し

い
し
つ
け
（
毎
日
新
聞
社
）
若
者
の
思

想
と
行
動
、
若
者
た
ち
の
原
点
（
加
藤

諦
三
）
魅
力
的
性
格
（
本
明
寛
）
こ
れ

か
ら
の
職
業
（
美
濃
順
三
）
読
書
と
人

問
形
成
　
佐
藤
忠
男
）
創
造
と
性
格
（

安
木
美
典
）
勇
気
あ
る
教
育
（
阿
部
進

）
現
代
日
本
人
（
安
部
公
房
ほ
か
）
人

間
世
界
へ
の
旅
（
島
崎
敏
樹
）
か
け
が

え
の
な
い
地
球
と
人
間
（
大
庭
利
雄
）

青
春
の
遺
書
、
骨
を
喰
う
川
、
最
後
の

一
兵
（
毎
日
新
聞
社
）
マ
マ
の
血
液
型

（
立
川
熊
之
助
）
生
命
と
の
闘
い
（
毎

日
新
聞
社
㌦
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
博
物
誌
ー

全
続
ー
全
続
々
、
ム
ツ
ゴ
p
ウ
の
無
人

島
記
（
畑
正
憲
）
窯
く
れ
女
（
川
口
松

太
郎
）
円
形
劇
場
（
野
沢
久
雄
）
悲
愁

の
川
が
榛
葉
英
治
）
凍
っ
た
波
紋
（
陳

舜
臣
）
妻
と
女
の
間
〔
下
〕
へ
瀬
戸
内
晴

美
）
乱
世
流
転
記
△
柴
旧
錬
三
郎
）
妖

し
い
花
園
（
梶
山
季
之
）
ザ
・
お
ん
な

刑
事
（
五
味
康
祐
）
隅
に
も
お
け
る
奴

（
源
氏
鶏
太
一
）
夜
の
挨
拶
、
場
外
の
王

者
（
黒
岩
重
吉
）
裁
の
家
（
三
浦
綾
子

）
死
神
は
黒
衣
を
ま
と
う
（
早
乙
女
貢

）
お
ん
べ
こ
・
オ
ン
ベ
コ
（
花
登
筐
）

辻
ケ
花
（
立
原
正
秋
）
大
い
な
る
海
へ

（
石
原
慎
太
郎
）
雲
に
寄
せ
て
（
源
氏

鶏
太
）
　
ほ
か
に
児
童
文
庫
40
冊

故
郷
の
歴
史
を
知
り
ま
し
よ
う

　
松
代
町
教
育
委
員
会
で
は
先
に
発
行

し
ま
し
た
、
町
の
郷
土
史
が
皆
様
方
に

大
変
好
評
を
い
た
だ
き
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
尚
そ
の
後
ご
希
望
の
方
々
も
お
あ

り
の
事
と
て
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
在

庫
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
希
望

に
そ
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
定
価
　
教
育
篇
　
　
　
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　
沿
革
篇
（
上
）
　
　
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
〃
　
（
下
）
　
　
三
〇
〇
円

　
　
　
　
蒲
生
部
落
誌

　
　
　
　
「
蒲
生
ケ
池
」
　
三
五
〇
円

　
ご
希
望
の
方
は
現
金
を
持
参
し
て
町

教
育
委
員
会
に
お
い
で
下
さ
い
。

（7）



四
十
八
年
度
予
算
か
ら
見
た

町
の
主
な
福
祉
対
策

《
老
人
福
祉
対
策
V

▲
老
人
医
療
費
の
無
料
化

　
松
代
町
で
は
、
所
得
制
限
に
関
係
な

く
、
七
十
才
以
上
の
老
人
の
保
険
給
付

対
象
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
補
助
し

て
、
実
質
的
に
は
本
人
の
医
療
費
が
無

料
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▲
ね
た
き
り
老
人
医
療
費
の
無
料
化

　
六
十
五
才
か
ら
六
十
九
才
ま
で
の
老

人
で
、
次
に
該
当
す
る
方
の
保
険
給
付

対
象
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
補
助
し

て
、
実
質
的
に
は
本
人
の
医
療
費
が
無

料
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
一
、
三
か
月
以
上
ね
た
き
り
で
、
食

　
　
事
排
便
等
に
他
人
の
介
護
を
要
す

　
　
る
老
人
。

　
二
、
国
民
年
金
の
老
令
福
祉
年
金
の

　
　
受
給
権
を
有
す
る
者
と
同
じ
か
そ

　
　
れ
以
下
の
所
得
の
世
帯
に
属
す
る

　
　
老
人
。

な
お
、
七
十
才
に
な
っ
た
場
合
は
一
般

の
老
人
医
療
費
無
料
制
度
に
切
替
わ
り

ま
す
。

▲
老
人
健
康
診
査

　
六
十
五
才
以
上
の
老
人
に
対
し
、
毎

年
一
回
無
料
で
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
松
代
町
で
は
、
一
回
目
の
健

康
診
査
の
結
果
精
密
診
査
を
必
要
と
す

る
者
に
つ
い
て
も
無
料
で
精
密
診
査
を

実
施
し
ま
す
。

▲
介
護
人
派
遣
事
業

　
一
人
暮
ら
し
の
老
人
が
病
気
で
倒
れ

た
よ
う
な
場
合
応
急
的
に
介
護
人
を
短

期
間
派
遣
し
て
め
ん
ど
う
を
見
て
も
ら

う
制
度
で
す
。

▲
テ
レ
ビ
聴
視
料
補
助

　
一
人
暮
ら
し
老
人
の
テ
レ
ビ
聴
視
料

に
つ
き
、
白
黒
テ
レ
ビ
分
を
松
代
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
全
額
補
助
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

▲
ブ
ザ
ー
設
置
事
業

〈
社
　
会
　
課
〉

　
一
人
暮
ら
し
老
人
が
急
病
等
緊
急
の

場
合
ボ
タ
ン
を
押
す
と
屋
外
に
取
り
付

け
た
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
、
隣
近
所
に
急

を
知
ら
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
日
赤
松
代
町
分
区
で
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲
老
人
福
祉
相
談
員

　
老
人
の
居
る
家
庭
を
訪
問
し
て
、
お

年
寄
り
の
い
ろ
く
な
相
談
相
手
に
な

り
老
人
の
福
祉
増
進
を
は
か
っ
て
下
さ

る
人
で
次
の
方
で
す
。

　
西
潟
福
平
（
福
島
）
奴
奈
川
・
山
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
担
当

　
鈴
木
昌
司
（
松
代
）
松
代
地
区
担
当

▲
老
人
家
庭
奉
仕
員

　
ね
た
き
り
老
人
を
訪
問
し
て
、
身
の

ま
わ
り
の
世
話
や
話
し
相
手
に
な
る
人

で
次
の
方
で
す
。

　
小
堺
梅
作
（
室
野
）

《
児
童
福
祉
対
策
V

▲
室
野
保
育
所
が
常
設
の
認
可
保
育
所

　
に
昇
格

　
地
域
住
民
の
方
々
の
絶
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
、
近
代
的
で
し

か
も
機
能
的
な
立
派
な
建
物
を
新
築
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
室
野
の
、
へ
き

地
保
育
所
が
四
月
一
日
か
ら
国
の
基
準

に
合
っ
た
常
設
の
認
可
保
育
所
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
昭
和
四
十
年
に
認
可
さ
れ
た
松

代
保
育
所
と
昭
和
四
十
七
年
に
認
可
さ

れ
た
蒲
生
保
育
所
と
併
せ
て
三
地
区
に

そ
れ
ぞ
れ
常
設
の
認
可
保
育
所
が
設
置

さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

▲
児
童
遊
園
地
設
置
補
助

　
子
ど
も
の
遊
べ
る
広
場
を
作
っ
た
部

落
へ
、
ジ
ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
ブ
ラ
ン
コ

ス
ベ
リ
台
、
低
鉄
棒
な
ど
の
遊
具
を
無

償
で
交
付
す
る
も
の
で
、
本
年
は
五
カ

所
で
す
が
す
で
に
二
十
五
ヵ
所
出
来
て

い
る
の
で
、
町
内
に
三
十
ヵ
所
の
子
ど

（8）

も
の
遊
び
場
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。▲
特
殊
学
校
就
学
児
童
奨
励
事
業

　
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
等

に
就
学
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
勉
学
に
用
す
る
経
費
を
補
う
意
味

で
月
額
三
千
五
百
円
の
奨
励
金
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

▲
保
育
所
入
所
児
に
バ
ス
補
助

　
遠
隔
地
か
ら
保
育
所
へ
毎
日
通
所
し

て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
バ
ス

代
の
半
額
を
町
か
ら
補
助
し
て
い
ま
す

▲
児
童
手
当

　
児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
で
き
た
制
度
で

次
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
月
額

三
千
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以
上

が
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
児
童
で
あ
る
こ
と
。

〈
身
体
障
害
者
福
祉
対
策
V

▲
重
症
心
身
障
害
者
医
療
費
無
料
化

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
二
級
の
方

と
l
Q
三
十
五
前
後
の
精
薄
の
方
に
対

し
保
険
給
付
対
象
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
補
助
し
て
実
質
的
に
は
本
人
の
医

療
費
が
無
料
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
松
代
町
の
単
独
事
業
で
す

な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
く

わ
し
い
こ
と
は
役
場
の
社
会
福
祉
係
へ

照
会
し
て
下
さ
い
。

▲
補
装
具
補
助

　
身
体
障
害
者
が
自
分
の
身
体
の
一
部

を
補
う
た
め
身
に
付
け
る
補
聴
器
、
松

葉
杖
、
安
全
杖
、
義
手
、
義
足
な
ど
の

補
装
具
の
自
己
負
担
分
を
松
代
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
全
額
補
助
し
て
本
人
は

無
料
で
補
装
具
を
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

〈
母
子
対
策
V

▲
妊
産
婦
乳
児
医
療
の
無
料
化

　
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
疾
病
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療
を
促
進
し
、
先
天
異
常

児
の
発
生
予
防
と
乳
児
死
亡
の
減
少
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



は
か
り
、
母
子
保
健
の
向
上
と
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

次
に
該
当
す
る
者
の
保
険
給
付
対
象
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
、
妊
産
婦
本
人

又
は
乳
児
の
保
護
者
に
補
助
し
て
実
質

的
に
は
本
人
の
医
療
費
が
無
料
に
な
る

制
度
で
す
。

松
代
町
で
は
所
得
に
制
限
な
く
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
は
、
妊
娠
届
を
役
場
に
出
し

　
　
　
　
た
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
出

　
　
　
　
産
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で

　
乳
児
は
、
出
産
し
た
日
か
ら
満
一
才

　
　
　
　
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の

　
　
　
　
末
目
ま
で
。

▲
母
子
栄
養
強
化
ミ
ル
ク
の
支
給

　
母
体
の
健
康
を
守
り
生
ま
れ
て
く
る

子
の
健
全
な
発
育
を
助
け
る
た
め
次
の

方
に
、
松
代
町
で
は
無
料
で
栄
養
強
化

、
・
・
ル
ク
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　
妊
産
婦
は
、
妊
娠
の
届
出
が
あ
っ
た

　
　
　
　
者
に
つ
き
、
妊
娠
五
ケ
月
か

　
　
　
　
ら
出
産
三
ヵ
月
後
ま
で
。

　
乳
児
は
、
出
生
後
四
ヵ
月
か
ら
十
ニ

　
　
　
　
ヵ
月
ま
で
。

一
ヵ
月
あ
た
り
の
支
給
量
は
九
百
グ
ラ

ム
で
、
一
日
あ
た
り
約
三
十
グ
ラ
ム
で

す
。▲
検
診
指
導

　
医
師
に
よ
る
乳
児
検
診
、
三
才
児
検

診
、
股
間
節
脱
臼
検
診
そ
の
他
母
子
検

診
な
ど
、
医
師
に
よ
る
保
健
指
導
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▲
母
子
保
健
推
進
員

　
妊
産
婦
や
乳
児
を
も
つ
母
親
の
相
談

相
手
と
な
り
、
地
域
の
母
子
保
健
の
推

進
役
と
し
て
、
十
七
人
の
ご
婦
人
の
方

が
活
躍
し
て
い
て
下
さ
い
ま
す
。

▲
母
子
保
健
指
導

　
保
健
婦
と
助
産
婦
さ
ん
が
妊
産
婦
や

乳
児
の
居
る
家
庭
を
訪
問
し
て
相
談
相

手
に
な
っ
た
り
保
健
指
導
を
行
っ
て
、

妊
娠
中
に
お
き
や
す
い
病
気
や
先
天
異

常
児
の
発
生
予
防
、
産
前
産
後
や
乳
児

の
保
健
衛
生
の
指
導
に
活
躍
し
ま
す
。

《
成
人
病
対
策
V

▲
胃
検
診

▲
循
環
器
検
診

▲
子
宮
ガ
ン
検
診

　
人
間
の
体
は
四
十
才
前
後
か
ら
ガ
タ

が
来
始
め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

主
な
原
因
が
成
人
病
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
高
血
圧
、
心
臓
病

等
の
循
環
器
系
統
と
癌
が
そ
れ
で
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
の
早
期
発
見
と
適
切
な

管
理
に
よ
っ
て
住
民
の
健
康
保
持
増
進

を
は
か
る
た
め
、
胃
検
診
循
環
器
検
診

子
宮
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
診
に
該
当
す
る
方
々
は
年
令
的

に
も
社
会
的
に
も
相
当
の
収
入
を
得
ら

れ
て
い
る
方
又
は
そ
の
配
偶
者
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
検
診
料
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

〈
寄
生
虫
対
策
V

▲
検
便
と
駆
虫
薬
の
配
付

　
無
料
で
検
便
を
実
施
し
、
寄
生
虫
保

有
者
に
対
し
て
は
無
料
で
駆
虫
薬
を
配

付
し
ま
す
。

▲
改
良
便
所
補
助

　
寄
生
虫
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、

改
良
便
所
を
設
置
さ
れ
る
方
に
一
か
所

一
万
二
千
円
の
補
助
を
い
た
し
ま
す
。

《
予
防
接
種
の
無
料
化
V

　
伝
染
病
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
、
法

律
で
決
め
ら
れ
た
も
の
は
勿
論
、
そ
う

で
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
を
無
料
に
す
る
な
ど

し
て
住
民
の
方
々
の
負
担
軽
減
を
は
か

り
ま
し
た
。
無
料
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
、
百

　
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
、

　
ジ
フ
テ
リ
ア
ト
キ
ソ
イ
ド
、
種
痘
、

　
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
B
C
G
、
小
児
マ

　
ヒ

〈
廃
棄
物
処
理
V

　
ゴ
、
・
・
処
理
と
危
険
物
処
理
を
本
年
か

ら
業
者
に
委
託
し
て
実
施
い
た
し
ま
す

し
、
尿
処
理
は
、
従
前
ど
お
り
十
日
町

市
に
委
託
し
て
続
け
ま
す
。

今
後
も
廃
棄
物
の
処
理
に
力
を
入
れ
て

環
境
の
浄
化
に
つ
と
め
ま
す
。

《
出
稼
対
策
V

▲
出
稼
者
検
診
と
留
守
家
族
検
診

　
昔
か
ら
、
い
の
ち
あ
っ
て
の
物
語
り

と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
高
額

の
収
入
を
得
て
も
、
死
ん
で
し
ま
っ
て

は
話
し
は
お
し
ま
い
で
す
。

出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
た
時
、
出
稼
ぎ
に
出

る
前
に
検
診
を
実
施
し
て
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
あ
と
に
残
っ
て

夫
の
留
守
中
を
柱
と
な
っ
て
家
庭
を
守

る
主
婦
を
対
象
と
し
た
留
守
家
族
検
診

も
実
施
し
ま
す
。

▲
リ
ー
ダ
ー
会
議
と
現
地
懇
談
会

　
出
稼
者
の
職
場
の
状
況
、
待
遇
の
状

況
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
知
り
、
出
稼
者
の

希
望
や
意
見
を
聞
き
今
後
の
出
稼
対
策

に
生
か
す
た
め
町
長
以
下
職
員
が
出
稼

先
へ
行
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
や
懇
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

▲
出
稼
相
談
員

　
出
稼
者
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
次

の
方
が
相
談
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
　
非
上
政
喜
（
寺
田
）

　
西
潟
福
平
（
福
島
）

《
国
保
に
お
け
る
対
策
V

▲
へ
き
地
医
薬
品
の
配
置

　
医
療
機
関
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
地
域

の
各
世
帯
に
、
救
急
の
用
に
役
立
て
』

も
ら
う
た
め
医
薬
品
を
配
置
し
ま
す
。

▲
保
健
指
導

　
本
年
は
、
保
健
婦
を
一
名
増
員
し
て

保
健
婦
二
名
で
部
落
を
ま
わ
り
、
家
庭

を
訪
問
し
た
り
、
部
落
公
民
館
な
ど
を

利
用
し
て
、
集
団
指
導
を
行
う
な
ど
成

人
病
を
始
め
、
母
子
、
結
核
な
ど
を
重

点
に
保
健
指
導
と
衛
生
教
育
に
一
層
力

を
入
れ
て
、
住
民
の
方
々
の
健
康
管
理

に
当
り
ま
す
。

〈
町
民
の
実
態
調
査
V

　
行
政
の
基
本
と
な
る
住
民
基
本
台
帳

の
正
確
を
き
す
る
た
め
、
十
月
頃
を
め

ど
に
住
民
の
実
態
調
査
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
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知
っ
て
い
る
と
便
利

　
1
は
が
き
の
知
識

〔
そ
の
ー
〕

　
郵
便
は
が
き
は
原
型
の
ま
N
で
使
用

す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
次
の
場
合
に

は
、
は
が
き
の
裏
面
に
紙
な
ど
を
は
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
（
表
面
に
は
貼
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て
く
だ

さ
い
）

　
①
　
官
製
は
が
き
　
裏
面
に
、
タ
テ

ヨ
コ
そ
れ
ぞ
れ
三
セ
ン
チ
以
内
の
薄
い

紙
一
枚
を
は
げ
な
い
よ
う
に
貼
っ
た
も

の
。
　
（
但
し
、
受
領
証
等
の
収
入
印
紙

は
何
枚
で
も
良
い
）
そ
の
他
厚
さ
が
切

手
と
同
等
以
下
で
あ
れ
ば
、
写
真
、
織

物
、
樹
皮
な
ど
も
は
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
②
私
製
は
が
き
裏
面
に
、
装
飾

・
愛
が
ん
の
た
め
の
写
真
・
紙
片
・
織

物
・
樹
皮
な
ど
、
う
す
い
も
の
を
は
げ

な
い
よ
う
に
全
面
に
密
着
し
た
も
の
で

六
グ
ラ
ム
以
上
。

〔
そ
の
2
〕

　
書
き
損
じ
た
り
、
印
刷
ミ
ス
な
ど
の

場
合
、
訂
正
し
た
紙
片
を
貼
っ
た
り
、

交
換
も
で
き
ま
す
。

　
①
表
面
の
訂
正
あ
て
名
な
ど
を

間
違
え
た
場
合
、
薄
い
紙
を
は
っ
て
書

き
な
お
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
交
換
　
印
刷
ミ
ス
や
汚
染
等

o
o
　
・
　
9
　
・
●
●
●
●
●
●
　
●
●
■
●
●
o
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●
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お知らせ……町役場の現金取扱いは…

月曜日～金曜日は午前8時30分～午後4時迄

土曜日は　午前8時30分～午前11時迄

　　会計事務改善のため町役場収入役室の現金

　取扱い時間を上記のとおり定めました。取扱

　い終了時間の厳守についてみなさまのご協力

　をお願いいたします。

　　なお、従来の週2回し水曜・金曜）取扱日
　制は廃止しました。

●　●　●　●　■　●　O　●　O　●　●　●　●　●　O　O　●　●　●　0　■　●　●　●　●　O　●　O　●　●●　D　O　●　●　O　●　●　■　O　●　■　●　O　●　●　●　●　●　●　●●　．　●　o　O　●　●　O　●

の
場
合
、
一
枚
に
つ
い
て
二
円
の
手
数

料
で
、
郵
便
局
で
は
い
つ
で
も
交
換
い

た
し
ま
す
。

〔
そ
の
3
〕

　
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
は
で
き
る
こ
と
な
ど
。

　
①
通
信
文
は
、
は
が
き
の
表
面
、

下
半
分
に
も
記
入
で
き
ま
す
。

　
②
　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
、

当
せ
ん
し
た
く
じ
番
号
部
分
を
切
り
取

っ
た
も
の
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
③
　
再
使
用
は
禁
止
　
一
度
受
取
っ

た
り
、
住
所
が
違
っ
て
戻
っ
て
き
た
は

が
き
は
、
更
に
十
円
切
手
を
貼
っ
て
も

差
し
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
④
ス
タ
ン
プ
に
注
意
旅
行
で
記

念
ス
タ
ン
プ
の
と
き
、
う
っ
か
り
半
分

よ
り
上
の
方
に
少
し
で
も
か
』
っ
て
押

す
と
第
一
種
定
形
郵
便
物
（
書
状
）
に
な

り
ま
す
◎

　
⑤
絵
は
が
き
を
出
す
時
大
き
さ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き

よ
り
少
し
の
大
・
小
は
よ
い
の
で
す
が

そ
れ
以
外
だ
と
十
円
で
は
出
さ
れ
ま
せ

ん
。
二
〇
円
必
要
と
な
っ
た
り
、
時
に

は
四
〇
円
も
か
～
り
ま
す
。

改
番

新
設

電
話
番
号
の
異
動

　
松
代
柳
卯
一
郎
三
一
七

　
　
　
　
　
　
（
も
す
け
）

　
松
代
　
樋
口
改
太
　
　
三
一
八

　
　
　
　
　
　
（
か
ず
た
や
）

　
松
代
中
学
教
員
住
宅
七
四
五
〇

電
話
番
号
の
訂
正

　
松
代
町
で
発
行
し
た
「
町
内
電
話
番

号
簿
」
昭
和
四
十
七
年
七
月
現
在
を
次

の
と
お
り
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。
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ほ
の
部

　
　
　
ほ
し
ば
　
宮
沢
一
太
郎

　
　
　
九
七
二
七
を
…
九
七
二
九
に

葛
2
2
3
2
＝
胤
＝
■
8
3
6
＝
亀
3
●
8
3
言
＝
覧
3
8
一
3
雷
亀
■
8
＝
2
3
3
監
讐
0
3
2
・
＝
0
●
噂

問
答
欄
に
つ
い
て

．
こ
の
広
報
に
は
問
答
欄
を
設
け
て
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と

に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
し
く
お
問
合
せ

下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

三
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

紡
蓑
乃
竪

高
橋
直
人
騒
掘
勇

佐
藤
美
由
紀
賂
ぞ
女

関
谷
良
厳
甚
賀
男

柳
町
子
駆
キ
誉
女

若
井
美
和
巌
評
望
女

小
堺

冨
坂

南
雲

田
上

中
村

準
駿
む
一
女

学
弊
張
長
男

享
解
岳
夫
輪

和
彦
鑛

お
く
や
み

（
死
亡
）

関
谷
常
太
郎

若
井
　
イ
チ

小
堺
　
ト
ワ

池
田
久
三
郎

佐佐佐市桜小
藤藤藤川沢山

フ
ヨ

健
蔵
ユ
シ

福
一
ク
ラ
一
義

男子
長
女

㌃
男

作子
一
勇

七
三
才

九
三
才

七
五
才

七
八
才

七
三
才

八
三
才

八
五
才

六
八
才

八
七
才

七
一
才

（
莇
平
）

（
滝
沢
）

（
菅
刈
）

（
犬
伏
）

（
蓬
平
）

（
蒲
生
）

（
清
水
）

（
松
代
）

（
室
野
）

（
室
野
）

（
池
尻
）

（
蓬
平
）

（
儀
明
）

（
田
野
倉
）

（
桐
山
）

（
諏
訪
峠
）

（
池
之
畑
）

（
室
野
）

（
〃
）

（
濁
）

ご
寄
稿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
議
会
で
ば
な
し
」
　
支
障
が
あ
り
登

載
で
き
ま
せ
ん
こ
と
を
お
断
り
い
た
し

ま
す
。
「
広
域
消
防
の
発
足
に
想
う
」
　
に
対

し
て
の
お
答
え
は
五
月
登
載
の
予
定
で

す
。


